
 

 

 

The Resolution Series 
 FM222MkIII 

PHONO LINEARIZER / PREAMPLIFIER 
 
 

 
 
 

 

 



 
 

ＦＭアコースティックス 
レゾリューション・シリーズ 222MkIII 
フォノ・リニアライザー/ プリアンプ 
 
オリジナル FM222が登場した 1992年、その特異な回路技術による斬新なフィーチャーと高音質は、一本の音溝から 

信じられないほどの情報量をもったナチュラルで豊かな音を引き出し、世界に衝撃を走らせました。アナログレコードに取っ

て代わる期待のメディアとして登場したCDが"完璧な音楽を永遠に"のキャッチフレーズを掲げる中で、それは、 

ミュージシャンやプロデューサー、サウンドエンジニア、そして、レコード愛好家に、貴重な、厖大な LPやシェラック盤への 

福音をもたらすと同時に、アナログレコード再生産の変革へも一筋の光を与える契機ともなったのです。 

6年前、その FM222は、新たな機能を搭載したMkIIとなり、その性能を一段と高め、他の追随を許さない存在となりました。 

そして、今再び、FM Acousticsの絶え間ざる研究開発の成果と新デバイスの登用が、FM222MkIIのすべての機能、 

特徴を継承しながら更なる高みへと挑ませるMkIIIをここに誕生させたのです。 

 

FM アコースティックス・レゾリューションシリーズ 222MkIII はあらゆるＭＣ/ＭＭカートリッジに適応するフォノ・リニアライザ
ー（イコライザー）/プリアンプでありながら、他に類を見ないユニークな可変RIAAイコライジング機能を搭載しています。 
ターンオーバー周波数と 10kHz に於けるアッテネーション量を連続で変えられるこの機能は、1950 年代以前の初期の LP
やSPシェラック盤など、RIAAエンファシス・カーブが国際的に採用される以前の様々なエンファシスで制作されたディスクに

対しても、固定 RIAA では得られなかった最適なディエンファシス設定に完璧に対応。加えて、FM アコースティックス社独自

のディスクリート構成によるエンハンスド・クラスＡ増幅回路、偏差±0.05dB を誇る高精度 RIAA 補償回路は、極めて豊かな

情報量と高い音楽性を再現させ、全ての貴重なアナログディスクに新たな生命を吹き込みその真の姿を浮き彫りにします。 
 
 

 主な特徴 
 
 

 類を見ない完全バランス入出力回路構成によって、カートリッジ本来の能力を完璧に引出すフォノ・プリアンプ 
 偏差±0.05dBの超高忠実度を誇る RIAAカーブ補償回路に加えて、初期の LPや SPなど、 

RIAAカーブ制定以前のカーブにも連続可変で対応するバリアブル RIAAディエンファシス回路搭載。 
 プラグインモジュールとディップスイッチによって様々なMC、MMカートリッジに最適負荷設定が可能。 
 バランス、疑似バランス、アンバランスなどどんなラインプリアンプに対しても、 
自動的に最適にマッチングがとれる完全対称バランス出力回路。 

 録音されたハムノイズを音質犠牲なく効果的に除去するノッチ・フィルター装備。 
 ハンドセレクテッド・スーパースピード・セミコンダクターを全面的に投入したディスクリート構成。 
エンハンスド・クラスAサーキット。 

 12Vp-pの高ヘッドルーム。 
 ゼロ・オーバーオールフィードバック/フィードフォワード回路構成。 
 バランス回路能力の指針となるCMRR（コモンモード・リジェクション比）110dBという驚異的な性能を誇る 
バランス入力ステージによって、カートリッジの微小信号を外部ノイズから完璧にプロテクト。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 進化した FM222MkIIIの新コンストラクション 
 

 
●ディスクリート・クラスAの新HRモジュール(出力)。真のバランス出力をより高精度・高品位で達成。 
 

 
●徹底的な部品選別と回路チューニングによって、ダイナミック・コントラスト、トランスペアレンシー、ディテール再現力を獲得。 
イメージ精度をより向上させ、完全なるハーモニック特性を実現。 
 

 
●ディスクリート・クラスAの新HRモジュール(入力)。驚異的なCMRRを達成。 
 

 
●ユニークなレゾナンス・エリミネーター・サポートがエレクトロニクスを外部不要振動から保護します。 
 

 
●新回路レイアウトがチャンネル間クロストーク、ディ・エンファシス・カーブ、CMRRなど諸特性を一段と改善。 
一層のパフォーマンス向上を図っています。 
 



 

 FM222MkIIIの優れた機能/特徴 
 

 カートリッジとの真のバランス・インターフェース 
 
フォノ・カートリッジは本来すべて、バランス・ソースとして設計されています。バランス・ソースとは、言うまでもなく、グランド

に依存することなくホット/コールドの 2本の線だけでオーディオ信号が伝送されることを意味します。 
ところが今日、カートリッジはしばしば 2 本の線の内一本がシールドあるいはグランドに落とされた”アンバランス・ソース”と
して扱われます。そのため、それは、ハムや RF ノイズなどを拾いやすくなる原因をなってしまいます。それは、カートリッジ

の信号のように微小なほどその影響も顕著となります。 
FM222 はこうした問題に対処するため、信号をグランドから切り離しカートリッジとの真のバランス接続を可能とする優れた

入力回路をもっています。それは、シールド/グランドに依存した一般的な他の多くのアンバランス接続では決して得られな

い「広大なダイナミックレンジ」、「高いヘッドルーム」、「音楽信号に干渉して音を汚す外来ノイズの低減」、「ハムノイズの低

減」などの多大な改善効果をもたらします。 

 
 
 
 

 カートリッジ負荷 

 
 
フォノアンプがカートリッジの微小な電力出力をロスや変形させることなく取り込むためには、カートリッジの負荷となるフォノ

アンプ・フロントエンドの入力インピーダンス/キャパシタンスとの整合が極めて重要です。この抵抗値/容量値の適正な設定
は、カートリッジの出力に正しい電気的ダンピングを与え、リンギングやオーバーシュートなどの副作用を抑え、高域特性を

改善し癖のないフラットな周波数特性を得ることを可能とします。 
 

 
 
 
 
 
 




